
ワークブック方式に注目
再発防止へ問題点や修正法学ぶ

依
存
性
が
強
い
危
険
ド
ラ
ッ
グ
が
広
が
り
、
治
療
を
ど
う

す
る
か
が
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
薬
物
依
存
症
の
専

門
医
療
機
関
は
少
な
く
、
十
分
な
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
例

が
多
い
か
ら
だ
。
そ
う
し
た
中
、
専
門
機
関
以
外
も
取
り
組

み
や
す
い
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
方
式
の
治
療
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

薬物依存症治療に活用されるワーク

ブック 右２冊は ＳＭＡＲＰＰ ス

マープ 左３冊は埼玉県立精神医

療センターの ＬＩＦＥ ライフ の

テキストの一部

危
険
ド
ラ
ッ
グ

全
国
の
精
神
科
を
対
象
に
し

た
厚
生
労
働
省
研
究
班
の
定
期

調
査
に
よ
る
と
、
薬
物
依
存
の

原
因
物
質
は
近
年
ず
っ
と
覚
せ

い
剤
が
最
多
。
だ
が
最
新
の
２

０
１
２
年
に
初
め
て
調
べ
た
危

険
ド
ラ
ッ
グ
が
、
睡
眠
薬
な
ど

の
薬
物
を
抜
き
２
位
に
入
っ

た
。埼

玉
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ

ー
で
は

年
度
、
外
来
、
入
院

と
も
危
険
ド
ラ
ッ
グ
が
覚
せ
い

剤
を
上
回
っ
た
。
成
瀬
暢
也
副

病
院
長
は
「
私
が
診
た
危
険
ド

ラ
ッ
グ
乱
用
者
の
８
割
は
依
存

症
だ
っ
た
。
摘
発
だ
け
で
は
不

十
分
な
こ
と
が
明
ら
か
で
、
い

か
に
依
存
症
の
治
療
に
つ
な

げ
て
い
く
か
が
重
要
だ
」
と
言

う
。だ

が
国
内
の
薬
物
依
存
症
の

治
療
体
制
は
貧
弱
だ
。
国
立
精

神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

薬
物
依
存
研
究
部
の
松
本
俊
彦

認
知
行
動
療
法

室
長
に
よ
る
と
、
専
門
医
療
機

関
は
全
国
に

カ
所
程
度
。
日

本
は
違
法
薬
物
の
取
り
締
ま
り

が
厳
し
い
た
め
乱
用
者
が
先
進

国
の
中
で
も
際
立
っ
て
少
な

く
、
薬
物
対
策
と
し
て
欧
米
で

進
ん
で
き
た
「
治
療
」
へ
の
取

り
組
み
が
大
き
く
遅
れ
た
。

幻
覚
な
ど
の
急
性
薬
物
中
毒

症
状
は
、
一
定
期
間
の
入
院
治

療
で
消
え
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
薬
物
を
渇
望
す
る
依
存
症

の
根
本
は
治
っ
て
い
な
い
た

め
、
退
院
後
に
再
び
薬
物
を
使

っ
て
し
ま
う
「
再
発
」
を
繰
り

返
し
、
依
存
の
度
合
い
は
悪
化

す
る
。

「
何
と
か
で
き
な
い
か
」
と

考
え
た
松
本
さ
ん
ら
は

年
、

米
国
で
効
果
を
挙
げ
て
い
た
認

知
行
動
療
法
を
手
本
に
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
方
式
の
治
療
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
開
発
。
薬
物
依
存
症
再
発

予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｐ
Ｐ
（
ス
マ
ー
プ
）
」
と
名
付

け
た
。

認
知
行
動
療
法
は
、
自
ら
の

考
え
方
や
行
動
パ
タ
ー
ン
の
問

題
点
を
振
り
返
り
、
修
正
法
を

学
ぶ
精
神
療
法
の
一
種
だ
。
ス

マ
ー
プ
で
は
、
薬
物
を
使
い
た

く
な
る
の
は
ど
ん
な
時
か
、
誘

惑
を
ど
う
避
け
れ
ば
い
い
か
な

ど
を
、
４
カ
月
以
上
を
か
け
、

依
存
症
に
悩
む
ほ
か
の
患
者
や

医
療
者
と
一
緒
に
考
え
て
い

く
。ワ

ー
ク
ブ
ッ
ク
の
内
容
を
丁

寧
に
追
っ
て
い
く
こ
と
で
、
依

存
症
治
療
の
経
験
が
浅
い
医
療

仲
間
と
居
場
所

ス
タ
ッ
フ
も
、
患
者
と
の
会
話

を
リ
ー
ド
し
や
す
い
構
成
に
な

っ
て
い
る
。

松
本
さ
ん
が
調
べ
た
と
こ

ろ
、
医
師
と
の
面
接
を
基
本
と

す
る
従
来
型
の
依
存
症
治
療
を

実
施
し
て
い
た
あ
る
病
院
で
は

初
診
の
３
カ
月
後
に

％
が
治

療
か
ら
脱
落
し
た
の
に
対
し
、

ス
マ
ー
プ
の
３
カ
月
後
の
治
療

継
続
率
は

％
を
超
え
て
い

た
。
ス
マ
ー
プ
や
、
そ
れ
を
基

に
作
成
し
た
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
を

治
療
に
活
用
す
る
医
療
機
関
も

少
し
ず
つ
増
え
て
き
た
。

治
療
継
続
イ
コ
ー
ル
完
全
断

薬
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ス

マ
ー
プ
を
発
展
さ
せ
た
Ｌ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
（
ラ
イ
フ
）
と
い
う
ワ
ー
ク

ブ
ッ
ク
で
治
療
に
取
り
組
む
成

瀬
さ
ん
は
「
依
存
症
者
は
人
と

信
頼
関
係
を
築
く
の
が
難
し

く
、
生
き
に
く
さ
を
薬
の
『
酔

い
』
で
紛
ら
わ
そ
う
と
す
る
人

た
ち
。
根
底
に
人
間
関
係
の
問

題
が
あ
る
」
と
話
す
。

ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
ツ
ー
ル
の

一
種
で
あ
り
、
薬
物
を
再
び
使

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
含
め
安

心
し
て
語
り
合
え
る
仲
間
と
居

場
所
を
得
た
こ
と
の
方
が
本
当

の
効
果
に
つ
な
が
る
と
い
う
。

成
瀬
さ
ん
ら
の
調
査
で
は
、
薬

物
を
完
全
に
は
断
て
な
い
ま
ま

で
も
治
療
に
９
カ
月
以
上
継
続

参
加
し
た
人
の

％
は
そ
の
後

断
薬
に
成
功
し
、
治
療
期
間
が

短
い
人
の
断
薬
率
（

％
）
を

大
き
く
上
回
っ
た
。

「
依
存
症
は
糖
尿
病
や
高
血

圧
と
同
じ
慢
性
疾
患
の
一
種
と

捉
え
る
べ
き
だ
」
と
成
瀬
さ
ん

は
言
い
、
松
本
さ
ん
は
「
治
療

の
場
に
長
く
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
依
存
症
か
ら
の
回
復
に

有
効
で
あ
る
こ
と
は
欧
米
で
も

証
明
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
ブ

ッ
ク
方
式
の
利
点
を
生
か
し
、

受
け
皿
を
も
っ
と
増
や
す
必
要

が
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

キ
ナ
シ
大
林
病
院
・
内
科
循
環
器
科
部
長

竹
内
浩
人
氏

家
庭
で
の
測
定
値
重
視

自
分
の
降
圧
目
標
確
認
を

冊

■ キナシ大林病院内科

循環器科、糖尿病・腎臓病センター

で生活習慣病に対応。人間ドックで予

防医学にも力を入れている。

所在地：高松市鬼無町藤井435―１

電 話：0878813631
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□
た
け
う
ち
・
ひ
ろ
と

１
９
９
９

年
香
川
医
大
（
現
香
川
大
医
学
部
）

卒
。
同
大
学
院
修
了
後
、
香
川
医
大

第
２
内
科
医
員
、
助
手
、
学
内
講
師

を
経
て
、
２
０
０
６
年
か
ら
現
職
。

日
本
循
環
器
学
会
専
門
医
。
日
本
高

血
圧
学
会
指
導
医
。
医
学
博
士
。
大

阪
府
出
身
。

歳
。

ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ
ぴ

生
活
習
慣
病
の
一
つ
と
さ
れ

る
高
血
圧
。
聞
き
慣
れ
た
病
名

だ
が
、
目
立
っ
た
症
状
が
な
い

場
合
も
多
く
、
放
置
し
て
い
る

と
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
腎
臓

病
な
ど
命
に
関
わ
る
合
併
症
を

引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。

血
圧
が
上
が
り
や
す
い
と
い
わ

れ
る
冬
を
控
え
、
高
血
圧
と
ど

う
向
き
合
え
ば
よ
い
の
か
。
キ

ナ
シ
大
林
病
院
内
科
循
環
器
科

部
長
の
竹
内
浩
人
氏
に
聞
い

た
。―

高
血
圧
の
原
因
は
。

わ
が
国
の
高
血
圧
人
口
は
約

４
３
０
０
万
人
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
約
９
割
は
本
態
性

高
血
圧
と
呼
ば
れ
る
。
本
態
性

と
は
原
因
が
は
っ
き
り
し
な
い

と
い
う
意
味
で
、
塩
分
の
取
り

す
ぎ
や
肥
満
、
ス
ト
レ
ス
、
遺

伝
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
相

互
に
関
連
し
て
血
圧
を
上
昇
さ

せ
る
。
残
り
の
約
１
割
は
２
次

性
高
血
圧
と
呼
ば
れ
る
も
の

で
、
腎
血
管
の
狭

き
ょ
う

窄さ
く

や
血
圧

を
上
げ
る
ホ
ル
モ
ン
を
生
み
出

す
腫
瘍
な
ど
が
原
因
だ
。

―
高
血
圧
と
さ
れ
る
基
準

は
。医

療
機
関
な
ど
の
診
察
室
で

測
っ
た
最
高
血
圧
１
４
０
以

上
、
最
低
血
圧

以
上
。
家
庭

で
測
っ
た
場
合
は
「
上
１
３
５

以
上
、
下

以
上
」
で
高
血
圧

と
診
断
さ
れ
る
。
日
本
高
血
圧

学
会
に
よ
る
２
０
１
４
年
版
の

治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、
診

察
室
血
圧
と
家
庭
血
圧
に
差
が

あ
る
場
合
は
家
庭
で
の
値
を
優

先
す
る
よ
う
明
記
さ
れ
た
。
高

血
圧
の
診
断
や
治
療
で
は
、
家

庭
血
圧
の
数
値
が
重
要
に
な

る
。―

血
圧
の
測
り
方
は
。

血
圧
計
は
上
腕
、
つ
ま
り
肘

の
上
で
測
る
タ
イ
プ
が
よ
い
。

椅
子
に
座
り
、
上
腕
に
巻
い
た

カ
フ
（
圧
迫
帯
）
の
位
置
が
心

臓
の
高
さ
に
な
る
よ
う
調
整
す

る
。
測
定
は
朝
と
晩
の
最
低
１

日
２
回
。
毎
回
原
則
２
度
ず
つ

測
り
、
平
均
を
そ
の
時
の
血
圧

と
す
る
。
数
値
は
毎
日
手
帳
な

ど
に
記
録
し
て
い
く
と
よ
い
だ

ろ
う
。

―
高
血
圧
と
診
断
さ
れ
た

ら
。ま

ず
は
生
活
習
慣
の
見
直

し
。
１
日
６
㌘
ま
で
減
塩
し
、

腎
臓
病
や
糖
尿
病
で
な
け
れ
ば

野
菜
や
果
物
を
積
極
的
に
取
っ

て
ほ
し
い
。
肥
満
な
ら
減
量
し
、

無
理
の
な
い
運
動
を
習
慣
づ
け

る
こ
と
も
重
要
。
飲
酒
は
日
本

酒
な
ら
１
日
１
合
ま
で
、
女
性

は
そ
の
半
分
程
度
に
。
禁
煙
も

心
が
け
た
い
。
２
次
性
で
あ
れ

ば
、
カ
テ
ー
テ
ル
や
外
科
手
術

で
治
療
す
る
こ
と
も
あ
る
。

―
薬
で
治
療
す
る
の
は
ど
ん

な
場
合
か
。

生
活
習
慣
の
見
直
し
だ
け
で

血
圧
が
下
が
ら
な
い
場
合
は
、

１
〜
３
カ
月
以
内
を
め
ど
に
内

服
治
療
を
始
め
る
。
重
度
の
高

血
圧
や
合
併
症
に
よ
っ
て
は
直

ち
に
始
め
る
こ
と
も
。
薬
は
種

類
に
よ
っ
て
心
臓
、
腎
臓
、
脳

を
保
護
す
る
作
用
や
塩
分
を
尿

に
排
せ
つ
さ
せ
る
作
用
な
ど
を

併
せ
持
つ
。
１
剤
だ
け
で
な
く

２
〜
３
剤
組
み
合
わ
せ
て
血
圧

を
下
げ
て
い
く
こ
と
も
多
い
。

２
種
類
の
降
圧
薬
を
１
剤
に
ま

と
め
た
配
合
剤
も
あ
る
。

―
血
圧
を
下
げ
る
目
標
は
。

診
察
室
血
圧
で
上
１
４
０
、

下

を
そ
れ
ぞ
れ
下
回
る
の
が

一
般
的
な
目
標
。
糖
尿
病
や
慢

性
腎
臓
病
な
ど
の
合
併
症
が
あ

る
場
合
は
、
上
１
３
０
、
下

未
満
と
厳
し
く
な
る
。

歳
以

上
の
高
齢
者
は
上
１
５
０
、
下

未
満
と
少
し
緩
め
。た
だ
し
、

高
齢
者
で
も
副
作
用
な
ど
が
な

け
れ
ば
上
１
４
０
、
下

未
満

を
目
指
す
。
家
庭
血
圧
は
、
そ

れ
ぞ
れ
診
察
室
血
圧
マ
イ
ナ
ス

５
が
目
標
値
。
自
分
の
降
圧
目

標
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
家

庭
で
血
圧
を
測
る
習
慣
を
ぜ
ひ

身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。

がん生存率の情報充実
全がん協 専門病院の 万例集計

全国約 カ所のがん専門病

院などでつくる「全国がん（成

人病）センター協議会（略称

・全がん協）」は９月、がん

の種類などさまざまな条件を

入力すると、５年後までの生

存率を見ることができるウェ

ブサイト（ ）の症

例データを増やし、機能をよ

り充実させたと発表した。

は、がんの部位

や進行度、性別、年齢、手術

の有無などをウェブ上で入力

すると、全がん協加盟施設の

症例データを基に、１～５年

後の平均生存率を算出して表

示するシステム。全がん協の

ホームページ（ＨＰ）で公開

している。

全がん協は2012年、加盟施

設で1997～ 年にがんと診断

された約 万症例の集計デー

タを基に を公開。

過去２年で約 万件のアクセ

スがあったという。今回は、

年にがんと診断された人を

含む約６万の症例データを追

加したほか、新たに英語版も

作成し公開した。

新しいデータを加えた５年

生存率の推移を見ると、すべ

てのがんの平均は 年診断で

0％。 年の 7％から大

きく改善した。

の は

－

－

★子宮頸がん、尿検査も有効

子宮頸（けい）がん検査は

子宮頸部を直接診たり、そこ

から細胞を採ったりするた

め、抵抗感がある人も多い。

英国とスペインの共同チーム

は尿検査が代わりの検査方法

になり得るという研究結果を

英医学誌ＢＭＪに発表した。

チームは子宮頸がんの原因と

なるヒトパピローマウイルス

（ＨＰＶ）のＤＮＡを調べる

尿検査について過去に実施さ

れた 件の研究を分析。陽性

や陰性を正しく判定する精度

は ％前後と高いことが分か

った。出始めの尿を使うと、

ＤＮＡの濃度が高いため正確

さが増すという。ただし実際

に使うためには、検査方法の

標準化などさらに研究を進め

る必要があるとしている。
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（１７） ２０１４年（平成２６年）１０月１０日（金曜日） 第３種郵便物認可（１７） ２０１４年（平成２６年）１０月１０日（金曜日）健　　康 第３種郵便物認可


